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         A CASE OF JUVENILE PROSTATIC CANCER 
           Shigehiro OKAMOTO, Yoshiaki SATOMI and Yoshio INABA 
         From the Department of Urology, St. Luke's International Hospital, Tokyo 
 (Chief  : S. Okamoto, M. D.) 
   A case of 22 years old juvenile prostatic ancer was presented. The lesion was unsucces-
sfully treated by antiandrogenic therapy. Despite radiation and chemotherapy, tumor grew 
rapidly and the patient expired after 6 months' hospitalization. 
   A review of juvenile prostatic ancer in the literatures is added. 
   As far as we have studied the following observations were common in all cases. 
   1. Histologically, the carcinoma is anaplastic in type. 
   2. The serum acid phosphatase activity is not elevated. 






























かといえば,女 性型を示す 胸部,腹 部とも聴打診で
異常を認めず,全 身の リンパ節の腫脹はなかった.
前立腺は 手拳大で,硬 度は 比較的軟らか く境界鮮






③ 血 液所 見:赤 血 球 数514×104,白血球 数5,200,
血 色 素 量15.09/d1,白血 球 像 正 常.
④ 腎機 能 検 査:BUN12.7mg/d1,Creatinine1.O
m9/dl.
⑤ 肝 機 能 検 査:総 蛋 白7.89/d1,BSP4%(45分
値),SGOT33.OUnits(LaDue).
⑥ 血 清酸 フ オス フ ア タ ーゼ ・1.9Units(K-K),血清
アル カ リフ ォス フ ァ ター ・ゼ:7.OUnits(K。K).
⑦ 血 液電 解 質:Na139mEq/L,K4.5mEq/L,C1
102mEq/L,CO2Content28.5mEq/L
⑧ レ線所 見:胸 部 お よび腹 部 単 純 写 真 で は異 常所 見
は 見 られ ず,尿 道 撮 影 に お い て,図1の ご と く,後 部
尿道 の拡 張 像 お よび 虫 喰 い像 を認 め た.
⑨ 前 立 腺 の病 理 組 織 学的 所 見:入 院 後 直 ち に,開 放
的 に前 立 腺 の生 検 を 施 行,病 理 組 織 学 的 に は 結 合織 に
浸潤 す る癌 組 織 が 見 られ,癌 組 織 は 腺構 造 の 明 らか で
な い多 角 形 の比 較 的 大型 の細 胞 か らな る未 分化 癌 であ
った(図2).
⑩ 内分 泌 学 的 検 査;17KS4.23mg/day,Estrogen
15.5mg/day,Gonadotropin42Units/day.
4)経 過 お よび治 療
生 検 の結 果,前 立 腺 癌 と判 明 した の で直 ちに 治 療 を
開始 した.
抗 男 性 ホル モ ン 療 法 とし て,ま ず5月26日 よ り,
Honvan500mg/day5日間 静脈 注 射 した が 前 立 腺 は
な お増 大,以 後Honvan1,000mg/dayに増 量 し2週 間
静 注 した が 効 果 を 見ず,500mg/dayに減 量 し さ らに
1カ 月 半,以 後100mg/day経口投 与に 切 り替 え1カ
月 続 け られ た が,前 立 腺 所 見 は 全 く変わ らなか った.
さ らに,6月12日,両 側 除 聖 術 を 施 行 した(右 別 出 翠
丸;8,09,2.5×1.9×1.6cm,左捌 出睾 丸7.59,2.4
×1.8×1.6cm).この 頃 よ り排 便 困難,便 秘,肛 門 痛
を 訴 え 始 め,両 側鼠 径 リンパ 節 の 腫 脹 も認 め られ て 来
た.抗 男 性 ホ ル モ ン療 法 無 効 の た め,6月18日 よ り前
立 腺 部 にCo6。遠 隔 照 射Tumordose200r/dayを開
始 した が,6月29日 胸 部 レ線 写 真 で 右肺 尖 部 に3個 の
大 豆 大 の 悪 性腫 瘍 の転 移 巣 を 発 見 したた め,放 射 線 療
法 は11日間 で 中 止 した.7月 に 入 り,排 便 困難 は 一一層
著 し くな り,腫 瘍 に よ る圧 迫 が原 因 と思 わ れ た の で,
人 工 肛 門 を 造設 した.こ の 頃 よ り貧血 が 目立 ち,前 立
腺 は 益 々増 大 した.7月 中 旬 よ り化学 療 法 を開 始,エ
ン ドキ サ ソ,マ イ トvイ シ ソC,テ ス パ ミソに よ る3
者 併 用 療 法 を9月 ま で継 続 した.そ の後,排 尿 障 害 お
よび 排 尿 痛 が 著 明 と な り,留 置 カテ ー テル をお い た.
一 方 ,直 腸 壁 へ の 浸 潤 お よび 肺 転 移巣 も 漸 次 増 大














































④抗 男性 ホルモ ソ療法は,ほ とん ど効果 がな
い.
⑤急激 に進行 し,予 後 は悲観的 である,
若年老前立腺癌 の性質 を知 る ことは,高 令者
の前立腺癌 を理解 する上 で重要 な もの と思われ
るので,上 記5点 に関 して少 し詳細 に考 察 して
みたい と思 う.
ユ)頻度
前立腺癌 は60才か ら80才までが,そ の75%以
上を占め,高 令者 の疾 患 とい う ことにな ってい
る.す なわち市川9}の前立腺癌 の 本邦統計791
例中,40才 以下は僅か4例(0.5%)で あ り,
Nesbit21}等の795例の 統計 では,わ ずか2例
(0.25%)であ る.
われわれが集 めた文献的報告例 は表1,2の
ごと くで,本 邦例 は自験例 を含 め9例,外 国例
で も27例を数 えるに過 ぎない.
Kagen等工1)は年 令的頻度 として,第2の ピ
ークが思春期 にある ようだ と述 べてい るが,そ
れを裏付け る結果 は この統計か らは得 られず,
む しろ年 令的 に若年で あれ ばあ る程,頻 度が稀
で あると見 るべ きで はないだろ うか.
2)病理組織像
前立腺癌 の 病理組織学 的 分類は,従 来 多 く
の人 々が いろいろに 分類 して いる.例 えば,
Krompecheri4}は腺癌お よび充実性癌,White
&Berry3nは硬性癌 お よび腺癌,Willis33)は
腺癌,単 純性 楕 円形 細胞 癌 お よび 鱗 状 化 生
(squamousmetaplasia)とに分 類 してい る.ま
た,多 くの報告 では腺癌 お よび未分化 癌 と簡単
に分類 されてい る.市 川9)の本 邦統 計で も同様
に分類 され,腺 癌 と未分化癌 の比は4:1で,
腺癌が圧倒 的に多 い とい う結果 が出てい る.
しか るに,若 年者前立腺癌 は表3の ごと く,
文献上記 載のあ る11例全 てが未分化 癌 の範 疇に
入 るものであ る.鈴 木2マ〕は 「若年者前立腺癌は
未分化型 が多 いかの感 をいだかせ る」 と控 えめ
に述べてい るが,こ の統計 か ら,若 年者 のもの
は全 て未分化 癌で あると断言 して も良い と考 え
てい る.前 立腺癌 に限 らず,若 年者癌 は一般 に
未分化癌 が多 い傾 向が あ り,前 立腺 癌において
も,こ の ことが あてはま るわけで ある.
表1若 年者前立腺癌,本 邦例
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充 実 性 癌
未 分 化 癌
未 分 化 癌
未 分 化 癌
未 分 化 癌
未 分 化 癌
Carcinomasirnplex(未分化)
未 分 化 癌
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何故,若 年者 の前立腺癌が高令者 の もの と病
理組織学的に異 るか は未解決 の問題で あるが,
次に述べ る若年者前立腺癌 のい くつか の性質 を
決定す る重要 な因子で あると考え たい.
3)血清酸 フォス ファターゼ の態度
血清酸 フォス ファターゼは正常人 の血清 中に
少量存在す るが,前 立腺癌,特 に転移 を有 する




率 のあるこ とを認 めてい る.ま た,転 移 のある
場合は,交 献上,49.5%(市川9}1959),65,5%
(Nesbit2i}1951),65%(Mimpriss19)1958)の
統計 に示 され るごと くさらに高率に酸 フォス フ
ァターゼの上昇 を見 る.こ のfalsenegativeが
生ず る理 由,お よび陽性 のものと陰性 のものの
相違 について種 々説明 されてい るが今 の所その
解 明はな され ていない ようであ る.
若年者前立腺癌 の場合 に興味 あ ることは,表
4の ごとく記載 のあ る7例 全 例において,血 清
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フォ スファター-ti生成 にAndrogenを必要 とす
るので,Androgenが増加す る思春期 以後 でな
ければ酸 フォス ファターゼの上昇 はない とい っ
ている.し か し,こ の7例 中,思 春期 以前 は1
才8カ 月の1例 のみで,残 り6例 が思春期 以後
で あ り,こ の点Gutman&GutmanS)の説明
は真 に当を得 てい るとはいい難 い.
一方 ,Marburgeri6)は若年者癌 は組織学 的
に分化 度がひ くいた め,そ の血清酸 フォス ファ
ターゼ 活性度が 低 い と い ってい る.ま た,松
本17)も一般 的に未分化 で ある程,発 生母組織 た
る正常前立腺上皮 の特殊性一 酸 フォ スファ タ
ーゼ産生能一 を喪失 す るた めに,未 分化癌 で
は酸 フォス ファ ター・ゼの上昇 がな い と思 うと述
べ てい るが,こ れ を若年者 前立腺癌に当 てはめ
てい うことが出来 よう.
結論的 に 述 べれば,若 年者 前立腺癌 の 場合
は,血 清酸 フォ スファターゼの診断的価値 はな
く,ま た,予 後 を決定 す る指 標に もな り得 ない
とい うことで ある.
4)抗男性ホル モソ療法 の効果
1941年,Hugginsが前立腺癌 に対 す る抗 男性
ホルモ ソ療法を発表 して以来,前 立腺 癌に対 す
るホルモソ療 法は広 く行なわれ,今 日前立 腺癌
がHormonedependentcancerであ ることは疑
う余地がな く,治 癒例 も少 な くない.Woodard
&Dean35)等は無効はわずか10%だ とさえい っ
ている.
しか るに未分化 癌に対 して は余 り効 果が見 ら
れない.Birdsal13)は45例に睾丸別 出術 を行 な
い,そ の内5例 が無効で あ り,い ずれ も未分化
癌 であ った.ま た,松 本17)が7例に女性 ホルモ
ン療 法を行ない3例 の未分化癌 が全 て無効 で あ
った と報告 してい る.
若年 者前立腺癌 の統計で も,表4の ごと く抗
男性 ホルモ ン療法を施行 した6例 中1例 のみ効
果が見 られたが,他 の5例 は全 く効果 な く.若
年 者前立腺癌 の全てが抗男性 ホル モン療 法に無
効であ るとは結論づけ られ ない として も,そ の
効果は 微 々たるもの で あり,治 療方針 として
は,抗 男性 ホルモ ソ療法 よ りも,可 能 な限 り,
根 治的手術施行が望 ま しい と考 え る,
5)予後
.市川9)の前立腺癌 の統計 では,全 て の治療法
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を含 め,3年 生存 率43.9%,5年生存率30.8%
で ある.
しか るに,自 験例 の6カ 月で死亡 した ものを
始 め,統 計例12例 において(表4),1年 以上
生存はわずか3例 で,9例 が1年 以内(平 均5
ヵ月弱)で 死亡 してい る.
予後を決定す る因子 には,転 移 の有無,組 織
の種 類,治 療 法,年 令等い くつか あげ られ,い
ずれ も重要 な因子 で あろう.既 述 の若年者前立
腺癌 の種 々の特 質は,組 織学的な相違で説明 さ
れたが,予 後に関 しては必ず しも未分化癌で あ
るか ら 予後が 悪 い とは いい きれない ようで あ
る.多 くの統 計 の示す ところでは未分化癌は腺
癌 より予 後が悪い とい う事 実は あるが,若 年者
癌 と高令者癌 の相違 ほ どは著 し くない ことを考
え合 せ,若 年者前立腺癌 を これほ ど急激 に進行
させ る因子 は未分化 とい うだけでな く,何 か他
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図3前 立腺解剖標本
(10×12×15cm出血性壊死性であり周囲に
浸潤している)
図4癌 性浸潤および転移の部位
